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No.192 埼玉県嵐山町議会だより
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七郷小学校 創立１５０周年

令和５年
第１回定例会
令和５年

第３回定例会

傍聴者

37人

　
丁
寧
に
保
存
さ
れ
た
写
真

に
は
、
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
七
郷
小
学
校
１
５
０
年
の

歴
史
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先

生
方
と
、
学
校
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、

心
よ
り
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
嵐
山
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
が
、
み
ん
な
幸
せ

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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合唱団の方の声

来場者の声

　
去
る
10
月
16
日
に
開
会
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
再
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
森
　
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
職
責
の
重
さ
に
、
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
果
た
す
べ
き
責
務
を
明
確
に
し
、
公
平
・
公

正
の
も
と
、
町
民
に
「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
一
層
の
機
能
強

化
と
議
会
運
営
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
嵐
山
町
議
会
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
鋭

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
　
森
　
一
人

◆議場コンサートを開催しました！（8月29日）◆

議会構成はホームページでもご覧になれます◎＝委員長　〇＝副委員長

左：森　一人　議長
右：犾守勝義　副議長

青柳賢治　監査委員

総
務
経
済
常
任
委
員
会
（
６
人
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
12
人
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
７
人
）

　令和５年10月15日の任期をもって３

名の議員が勇退されました。長きに渡り、

町政発展のためにご尽力いただきました

ことに衷心よりお礼申し上げます。

左から）髙橋副町長、佐久間町長、長島邦夫氏、
　　　　松本美子氏、大野敏行氏、下村教育長

●
議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

◎
畠
山
美
幸
　
　
〇
宮
本
大
裕

　
小
林
　
智
　
　
　
藤
野
和
美

　
𠮷
本
秀
二
　
　
　
渋
谷
登
美
子

●
小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

議
員
（
２
人
）

　
森
　
一
人
　
　
　
𠮷
本
秀
二

※�

嵐
山
町
、
小
川
町
、
滑
川
町
、
と
き
が

わ
町
、
東
秩
父
村
の
５
町
村
に
よ
り
組

織
す
る
一
部
事
務
組
合
。

●
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員
（
２
人
）

　
森
　
一
人
　
　
　
川
口
浩
史

※
東
松
山
市
ほ
か
７
町
村
で
組
織
す
る
一

部
事
務
組
合
。

●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
青
柳
賢
治

所
管
課
：
総
務
、
地
域
支
援
、
税
務
、
町
民
（
戸
籍
）、
会
計
、

農
政
、
企
業
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
、
上
下
水
道
、

議
会
報
・
広
聴
活
動
に
関
す
る
事
項

◎
藤
野
和
美

〇
橋
本
　
将

議
長
を
除
く
全
議
員

畠は
た
け
や
ま山

美み

幸ゆ
き

犾い
ず
も
り
か
つ
よ
し

守
勝
義

◎
小こ

林ば
や
し

　
智さ

と
し

森も
り

　
一か

ず
ひ
と人

〇
竹た

け
う
ち
た
か
の
り

内
隆
哲

藤ふ
じ

野の

和か
ず

美み

　
　
　
川か

わ
ぐ
ち口

浩ひ
ろ

史し

橋は
し
も
と本

　
将ま

さ

　
　
〇
佐さ

藤と
う

弘ひ
ろ

美み

青あ
お
や
ぎ柳

賢け
ん

治じ

　
　
◎
𠮷よ

し
も
と本

秀し
ゅ
う
じ二

宮み
や
も
と
だ
い
ゆ
う

本
大
裕

　
　
　
渋し

ぶ

谷や

登と

み

こ
美
子

所
管
課
：
町
民
（
戸
籍
事
務
を
除
く
）、
福
祉
、
長
寿
生
き
が
い
、

環
境
、
教
育
総
務
、
生
涯
学
習

・うまくできたかなと思う。お客様も大勢こられてよかった。
・もう20年やっている。これからもやっていきたい。
・気持ちよかった。17年やっているが、これからも続けていくつもり。
・お子様もいらしており、有意義な取り組みだと思う。
・定例化も考えていただきたい。
・初めて参加したが響きのよい場所でした。交流もできるし、よい企画だと思います。

・議場の雰囲気がコンサート会場のようで素晴らしい。
・音の環境もよく、コーラスがとてもよく響いて感じられました。
・こういう機会がもっとあってよいと思います。
・議会の議場で演奏会があると聞いて聞かせていただきました。
・コーラスの雰囲気もよく、楽しませていただきました。
・議場と聞くと敷居が高いと感じましたが、時間も長くなく親しみやすい曲が多くよかったです。
・町のいろいろな団体の演奏が聴けるとよいと思います。

　第３回定例会に先立ち、議会を身近に感じていただけるよう、らんざん混声合唱団による
コンサートを開催しました。100名を超える方にお越しいただき、すばらしい歌声が議場
に響き渡りました。

ご参加ありがとうございました

議
会
体
制
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
10
月
１
日
投
開
票
の
嵐
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
９
月
26
日
に

告
示
さ
れ
、
13
人
の
新
議
員
が
無
投
票
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

　
初
議
会
と
な
る
第
１
回
臨
時
会
が
10
月
16
日
開
会
さ
れ
、
議
会
人
事
構
成

が
全
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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学校橋河原キャンプ場トイレ 嵐山町子ども家庭支援センター入口

（1万円未満切捨て）実質収支に関する調書（一般会計）令和４年度事業　現地調査

区　　　　分 令和３年度 令和４年度

歳入総額　A 76億7468万円 77億5522万円

歳出総額　B 71億6953万円 72億1560万円

歳入歳出差引額��C（A－B） 5億515万円 5億3961万円

翌年へ繰越すべき財源　D 2847万円 5220万円

実質収支額（C－D） 4億7667万円 4億8741万円

　
令
和
４
年
度
決
算
認
定
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員

長 

畠
山
美
幸
、
副
委
員
長 

藤
野
和
美
）
を
設
置
し
、
４
日
間

に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。
慎
重
な
る
審
査
と
白
熱
し
た
議
論

が
展
開
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
1
億
8
５
８
９
万

円
の
使
途
は

嵐
山
幼
稚
園
空
調
設

備
設
置
事
業
、
農
業

者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、

学
校
給
食
補
助
事
業
、
小

規
模
事
業
者
等
原
油
価
格

等
高
騰
対
策
支
援
事
業
、

水
道
料
金
基
本
料
金
免
除

事
業
、
子
育
て
世
帯
応
援

給
付
金
支
給
事
業
な
ど
で

あ
る
。嵐

山
ま
も
り
隊
の
組

織
数
と
需
用
費
の
内

容
は

組
織
数
は
21
団
体
。

需
用
費
は
主
に
消
耗

品
で
雑
草
を
焼
く
バ
ー

ナ
ー
、
除
草
剤
、
草
刈
刃
、

混
合
ガ
ソ
リ
ン
で
あ
る
。

月
か
ら
令
和
5
年
2
月
ま

で
に
、
要
支
援
認
定
者
分

昼
食
46
人
、
夕
食
13
人
。

要
介
護
者
の
い
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯
分

昼
食
１
９
９
人
、
夕
食
67

人
で
あ
る
。

空
き
家
実
態
調
査
の

調
査
結
果
は

空
き
家
の
多
い
地
域

は
、
菅
谷
（
99
件
）、

志
賀
（
93
件
）、
川
島

（
53
件
）、
平
澤
（
47
件
）

で
全
体
の
63
・
2
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。

農
業
者
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
の
内
容

は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
分
は
、

農
産
物
生
産
組
合
が
実
施

す
る
サ
ー
ビ
ス
品
イ
ベ
ン

ト
や
組
合
員
が
漬
物
・
総

菜
弁
当
な
ど
の
加
工
品
を

販
売
す
る
た
め
の
冷
蔵

オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ス
、
認
定

農
業
者
等
に
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
、
各
種
管
理
機
等
7
件

を
補
助
し
た
。
価
格
高
騰

分
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
へ
の

転
換
を
し
や
す
く
す
る
た

め
、
価
格
の
半
額
相
当
分

を
補
助
し
た
。

重
忠
ま
つ
り
の
決
算

概
要
は

支
出
内
訳
は
、
イ

ベ
ン
ト
費
（
55
万

円
）
と
運
営
費
（
１
２
２

万
円
）。
運
営
費
内
訳
は
、

交
通
警
備
に
関
す
る
費
用
、

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
委

託
費
、
印
刷
費
、
消
耗
品

費
、
修
繕
費
で
あ
る
。

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
の
内
容
は

人
材
発
掘
の
た
め
、

嵐
山
Mミ

ー

ト

E
E
T
&

Tト

ー

ク

A
Ｌ
K
と
い
う
「
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
」
を
嵐
山
渓

谷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
、�

駅

東
西
連
絡
通
路
と
駅
周
辺

で
3
回
実
施
し
、
3
0
0

人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

電
子
図
書
館
導
入
事

業
の
町
民
利
用
状
況

は

電
子
図
書
登
録
者
数

は
１
５
６
人
で
、
貸

出
数
は
２
８
０
件
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
教
職
員

が
使
用
す
る
パ
ソ
コ

ン
に
導
入
さ
れ
た
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
評
価
は

令
和
4
年
4
月
か
ら

学
校
で
稼
働
し
て
い

る
。
1
年
半
経
過
し
た
と

こ
ろ
だ
が
、�

教
職
員
の
事

務
の
効
率
化
が
進
み
、
負

担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
教

育
課
程
の
管
理
、
児
童
生

徒
の
個
人
情
報
の
管
理
等

も
行
う
こ
と
が
で
る
。
業

務
の
さ
ら
な
る
効
率
化
、

負
担
軽
減
を
行
う
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
利
用
数

は

税
証
明
１
２
３
件
、

住
民
票
1
３
９
６
件
、

印
鑑
証
明
９
４
６
件
の
合

計
2
４
６
５
件
で
、
1
件

あ
た
り
の
経
費
が
９
６
０

円
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
の
２
つ

の
給
付
金
は

一
つ
目
は
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
事
業
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

や
物
価
高
騰
な
ど
に
直
面

す
る
低
所
得
者
世
帯
で
、

令
和
4
年
3
月
末
18
歳
未

満
の
養
育
者
に
対
し
、
児

童
1
人
に
つ
き
5
万
円
を

55
世
帯
87
名
に
給
付
し
た
。

二
つ
目
は
、
子
育
て
世
帯

応
援
給
付
金
事
業
。
令
和

4
年
9
月
分
の
児
童
手
当

受
給
者
に
対
し
、
児
童
1

人
に
つ
き
1
万
円
を
1
０

１
２
世
帯
1
６
０
８
名
に

支
給
し
た
。

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の

対
象
者
数
と
受
診
比

率
は

対
象
者
は
20
歳
以
上

で
7
７
０
２
人
中
、

受
診
者
は
６
８
９
人
で

8
・
９
％
で
あ
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

支
援
金
支
給
事
業
の

目
的
と
内
容
は

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
で
配
食
事
業
者
2

事
業
者
に
、
食
材
費
の
補

助
を
し
た
。
令
和
4
年
9

コロナ禍・物価高など 先行き不安 の中で町民生活をまもる72億1560万円

９月４日　「子ども家庭支援センター」「千年の苑ラベンダー園」「学校橋河原キャンプ場トイレ」
の現地調査を実施しました。

決算審査特別委員会
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Ａ
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反　対（渋谷登美子 議員）
　
令
和
４
年
度
も
、
対
話
が
少
な
い
中
、
嵐
山
町
の
学
校
再
編
は
進
ん
だ
。

菅
谷
小
敷
地
に
小
学
校
3
校
を
統
合
、
中
学
校
２
校
を
統
合
し
新
校
舎
を
建

設
。

　
学
校
再
編
は
地
域
住
民
の
廃
校
を
協
議
す
る
機
会
を
設
け
ず
、
嵐
山
町
立

小
中
学
校
再
編
基
本
計
画
資
料
作
成
業
務
を
株
式
会
社
綜そ

う
企
画
設
計
埼
玉
支

店
に
委
託
し
た
。
菅
谷
小
中
学
校
地
区
に
は
、
学
校
が
新
し
く
な
り
、
子
ど

も
数
が
増
え
る
の
で
、
好
ま
し
い
。
一
方
、
学
校
廃
校
の
七
郷
小
地
区
、
玉

ノ
岡
中
地
区
、
志
賀
小
地
区
に
は
、
近
距
離
の
学
校
が
な
く
な
る
。
地
域
主

権
が
本
来
で
あ
る
憲
法
92
条
の
地
方
自
治
の
本
旨
に
反
し
て
い
る
。
地
域
主

権
を
優
先
さ
せ
る
政
策
に
方
向
転
換
す
る
こ
と
を
望
む
。

令 和４年 度 決 算 一 般 会 計 討 論

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
を
次
の
理
由
に
よ
り
認
定
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

１
　
令
和
４
年
３
月
に
佐
久
間
町
長
は「
嵐
山
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
表
明
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
施
策
選
定
の
途
上
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
取
り
組
み
、
で
き
る
こ
と
か
ら
対

処
し
て
い
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。

２
　
学
校
再
編
の
答
申
が
出
さ
れ
る
と
時
間
を
お
く
こ
と
な
く
、
公
共
公
益
施

設
建
設
基
金
積
立
２
億
円
を
補
正
予
算
に
提
案
し
た
。
こ
の
積
み
立
て
は
各

課
の
事
業
へ
の
厳
し
さ
や
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
財
源

確
保
を
高
く
評
価
す
る
。

３
　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
ス
タ
ー
ト
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
、

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
無
気
力
や
保
護
者
の
悩
み
に
対
し
て
、

現
場
で
も
様
々
な
努
力
を
し
な
が
ら
、
福
祉
の
面
、
学
校
教
育
の
両
面
か
ら

一
層
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
と
の
悩
む
子
ど
も
や
不
安
を
抱
え
る
保
護
者

の
立
場
に
立
っ
た
答
弁
を
評
価
す
る
。

賛　成（小林　　智 議員）
　
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
政
運
営
に
区
切
り
を
つ
け
て
、
新
し
い
時
代
へ

の
足
固
め
と
な
っ
た
決
算
と
の
印
象
が
強
く
残
る
。

　
川
島
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
へ
の
着
手
、
ま
た
千
年
の
苑
事
業
で
は
独
立

採
算
の
た
め
の
足
場
づ
く
り
、
駅
西
口
地
区
整
備
事
業
で
は
課
題
は
あ
る
も
の

の
着
実
な
進
展
、
さ
ら
に
教
育
事
業
で
は
、
再
編
等
審
議
会
答
申
を
受
け
て
準

備
作
業
の
開
始
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
雨
漏
り
対
策
や
老
朽
化
施
設
の
更
新
な

ど
へ
の
目
配
り
も
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
財
政
調
整
基
金
の
積
み
増
し
、
学
校
再
編
の
公

共
公
益
施
設
建
設
基
金
と
し
て
２
億
円
を
積
み
増
す
な
ど
将
来
に
備
え
た
準
備

を
始
め
ら
れ
、健
全
財
政
へ
の
し
っ
か
り
し
た
取
組
み
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　
一
方
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
税
収
減
、
道
路
や
建
物
施
設
な
ど
の
維
持

コ
ス
ト
の
増
大
、
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
町
財
政
に
と
っ
て
は
厳
し
い

未
来
が
予
測
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
町
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

　
学
校
再
編
審
議
会
で
の
審
議
は
、
遺い

ろ
う漏
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
は
、
教
育
環
境
に
つ
い
て
全
く
審
議
が
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

七
郷
小
は
少
人
数
学
級
が
で
き
て
お
り
、
最
高
の
教
育
環
境
に
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
統
合
に
な
れ
ば
人
数
が
増
え
、
教
師
の
目
が
行
き
届
き
に
く

く
な
り
、
子
ど
も
が
勉
強
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
放
置
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
少
人
数
学
級
の
利
点
を
統
合
し
て
も
活
か
せ
る

の
か
、
ま
た
上
回
る
理
由
が
あ
る
の
か
審
議
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
不
十
分
な

審
議
で
出
し
た
答
申
は
受
理
に
値
し
な
い
と
考
え
る
。

議会からの政策提言を議員全員で議論
決算審査特別委員会終了後、「アフターコロナにおける住民のコミュニケーション向上と町
の元気度」について議員全員で議論しました。嵐トレ、団体への町支援、地区のお祭りなど
について活発に議論し、次のことについて町へ意見書を提出しました。

●脱コロナ予算として、地区・団体に向けての予算を確保してほしい。
●現団体等のＩＣＴ力の向上と強化が必要。町からも講座等を積極的に開催していただき、地域
力の向上・町の活性化を図って欲しい。
●行政区活動の活性化において、非常時でも活動できるように、各集会所にWi-Fi環境の整備が
必要。
●新たに活動を始めた団体やこれから始めたいと考えている方に向けて、町が間に入ってもらい、
既存団体との交流の場が必要。

賛　成（青柳　賢治 議員）反　対（川口　浩史 議員）

決算審査特別委員会

普
通
徴
収
の
人
数
と

平
均
保
険
料
は

人
数
は
８
５
０
人
、
平

均
保
険
料
（
収
入
済

額
）
は
８
万
２
９
７
７
円
。

単
年
度
収
支
が
改
善
さ

れ
て
い
る
。
町
の
分
析

は

支
払
準
備
基
金
を
２
２

０
０
万
円
取
り
崩
し
た

こ
と
、
保
険
給
付
費
が
３
７

６
５
万
円
減
額
と
な
っ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

ＱＡ 国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
等
事
業

費
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
受
診
率

は
40
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
前
年
よ
り�

０
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
上
昇
し
た
。�

未
受

診
の
方
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
て
Ｓ
M
Ｓ�(

シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル)

を
利
用
し
た
受
診

勧
奨
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど

が
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
っ

た
。 特

別
会
計
へ
の
主
な
質
疑

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

特別会計 歳　　入 歳　　出 差 引 額 被保険者数
（年度末現在）

国 民 健 康 保 険 19億7682万円 19億2178万円 5504万円 3652人

後期高齢者医療 2億6903万円 2億6472万円 4307万円 3129人

介 護 保 険 16億2879万円 14億6094万円 1億6785万円 5924人

事業会計 事業収益 事業費用

水 道 事 業 5億3154万円 4億3886万円

下 水 道 事 業 5億9674万円 5億4617万円

新
浄
配
水
場
の
進
捗ち

ょ
く

率

は総
事
業
費
18
億
２
千
万

円
に
対
し
、
令
和
４
年

度
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。

不
納
欠
損
の
理
由
は

転
居
先
不
明
と
死
亡
の

２
つ
が
大
き
な
原
因
で

あ
る
。 水

道
事
業

下
水
道
事
業

ＱＡ

ＱＡ ＱＡＱＡ
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主
な
歳
入

主
な
歳
出

 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　 

求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

令和５年度　一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ ５億3943万円 追加

総額 72億3404万円に
●普通交付税交付額決定によって　１億4341万円
●公共公益施設建設基金積立金として　２億円

令和５年
第３回定例会
（８月25日～９月14日）

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

寄
附
金
増
加
に
伴
う
返
礼

品
に
要
す
る
経
費

�

１
４
２
９
万
円

10
月
か
ら
制
度
が

厳
格
化
さ
れ
る
が
、

そ
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
影
響
が

な
い
と
考
え
る
。

公
共
公
益
施
設
建
設
基
金

積
立
金�

２
億
円

補
聴
器
購
入
費
助
成
金

加
齢
性
難
聴
者
に
対
し
、

補
聴
器
購
入
に
要
す
る
費

用
一
人
上
限
２
万
円
を
補

助�

20
万
円

所
得
制
限
は
あ
る

の
か

　
　
所
得
制
限
は
な
い
。

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

補
助
金

営
農
開
始
資
金
事
業
の
対

象
者
増
加�

１
５
０
万
円

補
助
対
象
者
は

３
月
に
嵐
丸
塾
を

卒
塾
し
た
施
設
栽

培
を
中
心
に
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
経
営
を
展
開
し
て

い
る
農
業
者
で
あ
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

１
件
10
万
円
を
上
限
に
補

助�

２
０
０
万
円

武
蔵
嵐
山
駅
西
口
地
区
整

備
事
業

町
道
菅
谷
31
号
線
雨
水
管

整
備
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置

�

４
２
５
０
万
円

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置

規
模
は

駐
輪
場
の
整
備
を
す

る
場
所
の
上
だ
け
を

予
定
。

小
学
校
施
設
改
修
事
業

菅
谷
小
空
調
設
備
移
設
・

教
室
改
修
工
事
、
七
郷
小

屋
上
漏
水
修
繕

�

１
２
９
５
万
円

空
調
の
移
設
は
５
台

で
６
教
室
と
い
う
説

明
だ
が
、
一
台
は
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
か

空
調
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
る
教
室
か
ら

移
設
す
る
。

中
学
校
施
設
改
修
事
業

玉
ノ
岡
中
屋
上
漏
水
修
繕
、

避
雷
針
修
繕�

�

３
４
１
万
円

小
中
学
校
の
老
朽
化

は
ど
の
程
度
改
善
さ

れ
る
の
か

当
面
の
危
険
を
回
避

で
き
る
経
費
と
し
て

計
上
し
た
。

町
道
菅
谷
31
号
線
雨
水
管

整
備
工
事
の
施
工
に
関

し
、
変
更
契
約
を
締
結
す

る
も
の

変
更
後
総
請
負
契
約
金
額

　
　
１
億
１
８
６
６
万
円

中
澤
恵
利
氏
（
再
任
）

　
学
校
給
食
法
第
２
条
に
定
め
て
い
る

学
校
給
食
の
目
標
達
成
に
向
け
、
学
校

で
は
給
食
を
通
じ
た
食
育
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
く
、
教
科
学

習
と
と
も
に
学
校
教
育
の
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
の
戦
争
を
背
景
と
し
、
最
近
の
物
価

高
騰
に
よ
り
国
民
の
生
活
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
し
、
公
費
負
担
す
る
自
治
体
が

あ
る
一
方
で
、
無
償
化
の
実
施
が
困
難

な
自
治
体
も
あ
り
、
義
務
教
育
の
費
用

負
担
に
お
い
て
自
治
体
格
差
が
あ
る
。

義
務
教
育
課
程
で
は
学
校
給
食
の
早
期

の
無
償
化
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

嵐
山
町
議
会
は
、
国
に
対
し
下
記
を
求

め
る
。

　
国
の
財
政
負
担
に
よ
る
学
校
給
食
の

無
償
化
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
。

提
出
先
　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
（
県
）
へ

の
要
望
・
意
見
を
、
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

普
通
交
付
税
の
交
付
額
の

決
定

�

１
億
４
３
４
１
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金

子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
の
補

助
対
象
事
業
費
増
額
分

�

52
万
円

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
総

合
支
援
事
業
費
補
助
金

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
運
営
事
業
分
及
び
支
援

対
象
児
童
等
見
守
り
強
化

事
業
分�

６
１
１
万
円

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

補
助
金

経
営
開
始
資
金
事
業
の
対

象
者
増
加
分

�

１
５
０
万
円

寄
附
金

ふ
る
さ
と
納
税
増
額
分

�

３
０
０
０
万
円

繰
入
金
（
特
別
会
計
）

前
年
度
実
績
に
よ
り
、
国

保
・
後
期
・
介
護
特
別
会

計
繰
入
金
を
補
正

�

１
８
１
５
万
円

議
案
第
41
号

工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

（
町
道
菅
谷
31
号
線

雨
水
管
整
備
工
事
）

同
意
第
４
号

嵐
山
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

第 ３ 回 定 例 会  町 長 提 出 議 案 審 議 結 果 賛否はこちらで
確認できます

議
員
提
出
議
案

可
決
意
見
書
（
要
約
）

議案
番号

賛否の分かれた町長提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

小
林
　
　
智

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

議案
第33号 令和５年度嵐山町一般会計補正予算（第５号）議定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● × ● ● 議

長
認定
第１号 令和４年度嵐山町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ● ● ● ● ● 監

査 ● × ● × 議
長

議案
第41号 工事請負契約の変更について（町道菅谷31号線雨水管整備工事） 可決 ● ● ● ● ● ● ● × ● ● 議

長
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します（「裁」と記載）。

議案
番号 全員賛成の町長提出議案 議案

番号 全員賛成の町長提出議案
報告
第4号 令和４年度嵐山町健全化判断比率の報告について 議案

第38号
令和５年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第１号）議定
について

報告
第5号 令和４年度嵐山町資金不足比率の報告について 認定

第2号
令和４年度嵐山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

報告
第6号 専決処分の報告について 認定

第3号
令和４年度嵐山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

報告
第7号 専決処分の報告について 認定

第4号
令和４年度嵐山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

同意
第4号

嵐山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて

認定
第5号 令和４年度嵐山町水道事業会計決算認定について

議案
第34号

令和５年度嵐山町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）議定について

認定
第6号 令和４年度嵐山町下水道事業会計決算認定について

議案
第35号

令和５年度嵐山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）議定について

議案
第39号

令和４年度嵐山町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

議案
第36号

令和５年度嵐山町介護保険特別会計補正予算（第１号）
議定について

議案
第40号

令和４年度嵐山町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について

議案
第37号

令和５年度嵐山町水道事業会計補正予算（第１号）議定
について

報告
第8号 専決処分の報告について

議案
番号

議員提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは

反対討論を行いました。

審議
結果

小
林
　
　
智

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
一
人
　

請願
第8号

学校施設老朽化に対する補助率の引き上げを求める意見書
の提出について 否決 × × ● × × × × ● × ● 議

長
発議
第9号 健康保険証の廃止の見直しを求める意見書の提出について 否決 × × ● × × × × ● × ● 議

長
発議
第10号 学校給食費の無償化を求める意見書の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議

長
発議
第11号 武器輸出の要件緩和に反対する意見書の提出について 否決 × × ● × × × × ● × ● 議

長

ＱＱＱ

Ｑ Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ



犾守　勝義 議員

持
続
可
能
な
「
千
年
の
苑
」

事
業
の
展
開
を
…

議
会
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か

　

 

観
光
協
会
と
共
有
し
、
事
業
展
開
に
活
か
し
て
行
く

ラベンダー園＝Ｒ5.6月

町への提言はこちら
からご覧になれます

畠山　美幸 議員

粗
大
ご
み
の

リ
ユ
ー
ス
周
知
を

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
毛
布
を
集
積
所
で
回
収
す
る
考
え
は

　

  

安
心
し
て
処
理
で
き
る
仕
組
み
を
組
合
で
考
え
る

出典：環境省ホームページより意外と知らない「リユース」の世界

「
ら
ん
ざ
ん
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ま
つ
り
」
と
ラ

ベ
ン
ダ
ー
園
の
運
営
に
つ

い
て

⑴
ま
つ
り
開
催
期
間
中
の

入
場
者
数
は
。

⑵
総
収
入
と
そ
の
主
な
内

訳
、
収
支
結
果
は
。

⑶
経
済
効
果
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
。

⑷
来
年
度
開
催
に
向
け
て

の
課
題
は
。

⑸
昨
年
度
の
議
会
か
ら
の

提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
今
後
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
の
運
営
に
反
映
さ

せ
て
い
く
の
か
。

企
業
支
援
課
長
　

⑴
入
場
者
数
は
３
万

２
７
４
０
人
。

⑵
総
収
入
は
２
９
８
８
万

８
２
６
０
円
。
内
訳
は
入

場
料
１
５
４
３
万
７
１
０

０
円
、
駐
車
場
料
金
５
０

５
万
１
０
０
円
、
摘
み
取

り
体
験
５
６
６
万
円
、
手

芸
教
室
１
０
３
万
８
０
０

０
円
、
物
販
２
０
３
万
４

６
６
０
円
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
66
万
８
４
０
０
円
で
あ

る
。
支
出
は
全
体
で
２
６

６
０
万
３
５
０
２
円
。
収

支
結
果
は
３
２
８
万
４
７

５
８
円
の
利
益
。

⑶
出
店
者
全
体
で
１
１
８

６
万
円
の
売
り
上
げ
が
報

告
さ
れ
、
テ
レ
ビ
４
件
、

新
聞
15
件
、
ウ
ェ
ブ
等
２

２
２
件
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

広
告
換
算
値
は
１
億
３
３

０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、

大
き
な
経
済
効
果
と
考
え

て
い
る
。

⑷
「
入
園
口
や
駐
車
場
が

遠
い
」「
駅
か
ら
の
バ
ス

が
少
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

広
場
の
足
元
が
悪
い
」
等

が
課
題
と
考
え
る
。

⑸
提
言
は
観
光
協
会
と
共

有
し
、
事
業
展
開
に
活
か

し
て
行
く
べ
く
受
け
止
め

て
い
る
。
提
言
１
の
対
応

は
、
引
き
続
き
ポ
ピ
ー
を

植
栽
し
、
開
花
時
期
に
合

わ
せ
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ

り
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
新
た

な
品
種
と
し
て
千
日
紅
の

試
験
栽
培
も
行
っ
て
い
る
。

提
言
２
に
対
し
、
町
民
が

ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
ま
つ
り
終
了
後
、

摘
み
取
り
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
、
62
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も

や
高
齢
者
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
広
報
紙
の「
子
ど
も
の
ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

◆
迷
惑
な
ご
み
出
し
の
改
善
策
と
啓
発
活
動
に
つ
い
て

へ
の
理
解
を
広
め
る
た
め

に
、
町
内
の
福
祉
関
連
団

体
や
特
別
支
援
学
校
へ
の

花
穂
の
提
供
も
実
施
し
て

い
る
。

（
提
言
３
、
４
省
略
）

戸
別
収
集
に
係
る
粗

大
ご
み
シ
ー
ル
を
許

可
業
者
で
購
入
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ま
た
、
分
解
不
要
の
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
申
請
手

続
き
を
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
依
頼
で
き
な
い

か
。

環
境
課
長
　
現
状
、

粗
大
ご
み
の
戸
別
収

集
に
係
る
処
理
手
数
料

は
町
の
条
例
に
規
定
さ

れ
、
手
数
料
納
付
後
に
粗

大
ご
み
シ
ー
ル
を
渡
す
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
分
解

が
必
要
な
粗
大
ご
み
に
つ

い
て
、 

許
可
業
者
に
粗
大

ご
み
シ
ー
ル
を
渡
し
、
手

続
き
を
取
る
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
公
金
の
取
り
扱

い
上
、 

今
後
、
調
査
研
究

し
て
い
く
。
ま
た
、
分
解

不
要
な
粗
大
ご
み
処
理
手

数
料
の
納
入
に
つ
い
て
も
、

公
金
の
取
り
扱
い
上
、
不

可
能
で
は
な
い
が
、
収
集

業
者
を
申
請
者
の
住
所
別

に
指
定
す
る
等
の
手
続
き

上
の
問
題
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い

く
。

使
え
る
粗
大
ご
み
を

リ
ユ
ー
ス
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
自
治
体
版
ジ

モ
テ
ィ
ー
導
入
の
考
え
に

つ
い
て
聞
く
。

環
境
課
長
　
他
自
治

体
の
成
果
を
見
て
今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

現
在
、
持
ち
込
み
と

な
っ
て
い
る
カ
ー

ペ
ッ
ト
や
毛
布
は
畳
ん
で

紐
を
掛
け
れ
ば
、
廃
プ
ラ

と
し
て
回
収
で
き
な
い
か
。

環
境
課
長
　
カ
ー

ペ
ッ
ト
等
を
別
便
で

収
集
運
搬
す
る
と
、
収
集

運
搬
業
務
委
託
料
の
上
昇

に
繋
が
る
。
粗
大
ご
み
と

し
て
、
町
民
に
よ
る
直
接

持
ち
込
み
を
基
本
と
考
え

る
。

高
齢
者
の
方
な
ど
は

持
っ
て
行
く
こ
と
が

難
し
い
が
。

町
長
　
安
心
し
て
処

理
で
き
る
仕
組
み
を

組
合
で
考
え
た
い
。

特
定
健
康
診
査
、

個
別
が
ん
検
診
等

期
間
に
つ
い
て

本
町
の
特
定
健
康
診

査
は
６
月
か
ら
、
が

ん
検
診
は
７
月
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。
同
時
に
受

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て
　

◆
公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

け
た
い
方
も
い
る
た
め
同

時
期
の
考
え
は
。

健
康
い
き
い
き
課
長
　

個
別
が
ん
検
診
の
早

期
開
始
を
前
向
き
に
検
討

す
る
。

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費

議会だより「らんざん」　 令和5年12月１日　第192号　 1011　 議会だより「らんざん」　 令和5年12月１日　第192号



長島　邦夫 議員

農
業
は
人
間
の
生
命
線
、

守
っ
て
い
こ
う
！

新
し
い
学
び
場
に
期
待
を
す
る
が
資
金
計
画
は

　

 

交
付
金
、
資
産
売
却
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
取
り
組
む多くの人に守られ、管理された南部改良区＝R5.9.2

青柳　賢治 議員

早
い
再
編
は

待
っ
た
な
し
だ

校
舎
の
老
朽
化
は
限
界
、
早
期
再
編
を
進
め
よ

　

 

令
和
11
年
度
開
校
と
す
る
方
針

子ども達の安全を守るのは大人の責任（提供：菅谷小　教室の天井）

住
民
と
し
て
、
近
隣

市
町
村
及
び
自
己
の

知
り
得
る
学
び
場
を
見
る

限
り
、
町
の
子
ど
も
た
ち

は
決
し
て
豊
と
は
言
え
な

い
。
今
後
想
定
さ
れ
る
学

び
場
に
は
大
き
な
期
待
を

す
る
が
、
町
の
財
源
は
そ

れ
に
耐
え
う
る
か
。

総
務
課
長
　
資
金
計

画
が
重
要
と
考
え
る
。

多
額
の
財
源
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
財

源
確
保
す
る
か
は
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
補
助
率
、

交
付
率
が
良
い
補
助
金
を

活
用
し
、
借
入
に
つ
い
て

も
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
資
産

売
却
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
の
寄
附
金
に
つ
い
て

も
一
層
、
取
り
組
み
を
強

化
し
、
確
保
に
努
め
た
い
。

農
地
の
活
性
化

に
つ
い
て

営
農
集
団
、
認
定
農

業
者
で
あ
っ
て
も
担

い
手
問
題
で
悩
ん
で
い
る
。

結
果
と
し
て
農
業
離
れ
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
農
業

は
人
間
の
生
命
線
で
あ
り
、

若
者
就
農
者
に
は
農
業
の

魅
力
を
熱
く
語
る
方
も
多

い
。
今
後
の
農
業
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長
　
町
で
耕

作
す
る
営
農
法
人
は

１
経
営
体
、
町
外
２
経
営

体
、
認
定
農
業
者
34
経
営

体
で
あ
る
。
町
全
体
の
耕

作
面
積
３
７
２・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
中
、
２
３
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
64
％
と
な
っ
て

お
り
、
町
の
主
体
的
な
農

業
者
で
あ
る
。
主
な
作
付

け
は
水
稲
、
麦
、
大
豆
。

畑
で
は
、
露
地
野
菜
、
施

設
野
菜
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
策
は
全
て
の
農
業
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支

援
に
努
め
る
。

農
業
公
社
設
立
の
考

え
は
。

農
政
課
長
　
農
地
を

守
る
、
農
業
経
営
を

支
援
す
る
、
担
い
手
育
成

と
い
っ
た
基
本
的
な
考
え

を
強
化
推
進
す
る
上
で
、

町
独
自
の
農
業
公
社
設
立

に
は
大
変
魅
力
を
感
じ
て

い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

設
立
の
考
え
は
な
い
。

学
校
再
編
の
進
捗
と

学
校
設
備
の
修
繕
予

定
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
総
務
課
長
　
政

策
会
議
に
お
い
て
、

再
編
後
の
小
中
学
校
の
位

置
は
、
現
菅
谷
小
学
校
敷

地
。
開
校
は
令
和
11
年
度
。

再
編
に
よ
り
遠
距
離
通
学

と
な
る
児
童
生
徒
へ
の
通

学
支
援
を
行
う
こ
と
の
３

点
が
町
の
方
針
と
し
て
決

定
し
た
。
修
繕
予
定
に
つ

い
て
は
、
雨
漏
り
対
策
関

連
等
の
費
用
を
計
上
。
特

に
菅
谷
小
学
校
は
こ
れ
ま

で
も
雨
漏
り
が
酷ひ

ど

く
、
天

井
ボ
ー
ド
の
劣
化
・
破
損

が
進
み
、
そ
の
都
度
対
応

す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

雨
漏
り
を
止
め
る
に
は
大

規
模
な
修
繕
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
現

菅
谷
小
学
校
は
取
り
壊
す

予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
他
の

教
室
を
改
修
し
移
動
す
る

こ
と
で
、
雨
漏
り
が
一
番

酷ひ
ど

い
３
階
の
教
室
は
、
今

後
使
用
し
な
い
こ
と
で
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
。

町
、
地
域
の
諸
課
題

に
つ
い
て
聞
く
。

⑴
都
市
計
画
道
路
、
地
権

者
へ
の
説
明
会
は
。

⑵
天
沼
の
浸
食
拡
大
が
進

む
、
整
備
の
工
程
は
。

⑶
都
市
計
画
道
路
周
辺
の

下
水
道
工
事
の
工
程
は
。

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

長
　
⑴
現
在
、
買
収

用
地
の
鑑
定
評
価
委
託
業

務
を
発
注
し
、
契
約
し
た
。

各
地
権
者
や
権
利
者
の
方

に
は
、
個
別
に
説
明
を
行

い
、
令
和
５
年
度
は
、
県

道
深
谷
嵐
山
線
交
差
点
か

ら
川
島
地
区
産
業
団
地
予

定
地
ま
で
用
地
買
収
を
進

め
て
い
く
。

⑵
今
年
度
に
な
り
、
水
道

工
事
に
お
い
て
土
砂
が
搬

出
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る

た
め
、
一
部
を
埋
め
立
て

る
予
定
。
今
後
は
、
新
浄

配
水
場
の
整
備
が
進
む
中

で
大
量
の
土
砂
が
搬
出
さ

れ
る
見
込
み
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
整
備
を
進
め
て
い

く
。

上
下
水
道
課
長
　
⑶
区
画

整
理
及
び
都
市
計
画
道
路

の
状
況
が
具
体
化
さ
れ
て

き
た
の
で
昨
年
度
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。
関
係
機

関
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
整
備
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

◆
ご
み
集
積
所
の
改
善
傾
向
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費
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兵執神社獅子舞（提供：生涯学習課）

渋谷登美子 議員

地
区
で
、
大
人
か
ら

子
ど
も
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能

大
切
に
し
た
い

郷
土
芸
能
の
再
開
は

　

 

古
里
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
し
な
が
ら
再
開
予
定

川口　浩史 議員

「
千
年
の
苑
」

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
ね
。

菅
谷
小
の
解
体
を
機
に
駅
か
ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
一
本
の
道
路
を

　

 

新
校
舎
建
設
の
予
定
地
は
計
画
の
ま
ま
進
め
て
い
き
た
い菅谷小を解体するならば、点線のように道路をつくり利便性を

高めることが今後の嵐山町にとって大事ではないか。

新校予定地

R254

休
止
中
の
郷
土
芸
能

の
再
開
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
現

在
無
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
る
郷
土

芸
能
は
県
指
定
の
「
越
畑

の
獅
子
舞
」
と
町
指
定
の

「
兵へ

と
り執
神
社
獅
子
舞
」「
古

里
の
祭
囃ば

や

子し

」
の
３
件
。

「
越
畑
の
獅
子
舞
」
は
東

日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
休
止
し
て
い
る
。
古
里

地
区
の
「
兵
執
神
社
獅
子

舞
」と「
古
里
の
祭
囃
子
」

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中

止
・
休
止
で
あ
る
。
越
畑

地
区
は
再
開
の
目
途
は
立

た
な
い
。
古
里
地
区
は
感

染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
で

き
る
こ
と
を
再
開
し
た
い

と
の
回
答
で
あ
る
。

持
続
す
る
た
め
の
町

の
支
援
と
し
て
、
嵐

山
ま
つ
り
や
小
中
学
校
で

演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

生
涯
学
習
課
長
　
嵐

山
ま
つ
り
や
小
中
学

校
で
演
じ
る
こ
と
は
、
持

続
す
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
参
考
に
す
る
。
過

去
に
は
古
里
祭
り
囃
子
保

存
会
に
よ
る
七
郷
小
学
校

３
年
生
を
対
象
に
し
た
授

業
で
の
実
演
や
嵐
山
ま
つ

り
に
お
け
る
演
奏
等
を
実

施
し
て
い
る
。
町
で
は
団

体
補
助
金
の
他
、
指
定
文

化
財
と
し
て
の
管
理
者
報

酬
、
用
具
の
修
繕
費
な
ど

の
経
済
的
支
援
を
し
て
い

る
が
、
各
保
存
会
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
く
。

録
画
等
の
記
録
保
存

の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
越

畑
八や

宮み
や

神
社
獅
子
舞

保
存
会
で
は
映
像
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
化
及
び
概
要

資
料
を
作
成
し
て
い
る
。

兵
執
神
社
獅
子
舞
の
映
像

は
地
元
住
民
に
よ
る
８
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
記
録
が
あ
る
。

映
像
資
料
の
撮
影
・
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
化
を
保
存
会

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。【

そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
学
校
再
編
の
進
捗
に
つ
い
て
　

◆
学
校
教
育
に
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
命
の
安
全
教
育
に
つ
い
て
　

◆
提
案
型
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
い
て

◆
災
害
時
の
通
信
に
つ
い
て

◆
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

町
の
発
展
と
町
民
の

利
便
性
を
考
え
、
菅

谷
小
の
解
体
を
機
に
、
駅

か
ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
一
本

の
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

長
　
新
た
な
学
校
施

設
の
土
地
利
用
を
優
先
す

る
必
要
が
あ
り
、
現
状
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

新
校
舎
の
位
置
を
菅

谷
中
に
変
更
す
れ
ば

良
い
。
利
便
性
第
一
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
現
菅
谷
小

学
校
の
敷
地
内
に

小
・
中
学
校
を
建
て
る
こ

と
は
、
今
ま
で
十
分
な
審

議
を
進
め
て
得
た
結
論
の

た
め
、
現
在
は
こ
の
計
画

の
ま
ま
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

学
校
再
編
基
本

計
画
に
つ
い
て

　

新
校
舎
の
建
設
費
と

町
債
、
公
債
費
負
担

比
率
は
。

教
育
総
務
課
長
　
現

時
点
で
は
概
算
で
、

新
築
工
事
約
47
億
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
等
外
構
工

事
約
２
億
円
、
現
校
舎
解

体
工
事
約
６
億
円
、
設

計
・
工
事
監
理
等
約
３
億

円
、
合
計
約
58
億
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

総
務
課
長
　
町
債
は

約
24
億
５
千
万
円
程

度
、
１
年
あ
た
り
の
償
還

額
は
元
金
と
利
子
合
わ
せ

な
い
か
。

企
業
支
援
課
長
　
観

光
協
会
へ
の
補
助
金

は
町
が
行
政
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
観
光
事
業
を
観

光
協
会
が
担
っ
て
い
る
と

い
う
位
置
づ
け
で
も
あ
る
。

町
民
が
納
得
す
る
よ
う
な

町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い

る
部
分
も
あ
り
、
補
助
金

を
な
く
す
こ
と
が
適
切
と

は
考
え
て
い
な
い
。

て
約
１
億
円
と
推
計
し
て

い
る
。
公
債
費
負
担
比
率

は
令
和
15
（
２
０
３
３
）

年
度
時
点
で
13
・
２
％
と

推
計
し
て
い
る
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー

ま
つ
り
に
つ
い
て

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

の
入
場
者
数
と
収
支

は
。

企
業
支
援
課
長
　
入

場
者
数
は
３
万
２
７

４
０
人
、
収
入
２
９
８
８

万
円
、
支
出
２
６
６
０
万

円
で
３
２
８
万
円
の
利
益

と
な
っ
た
。

利
益
が
あ
っ
た
と
い

う
が
町
か
ら
１
８
１

０
万
円
も
補
助
金
を
出
し

て
い
る
か
ら
黒
字
に
な
っ

た
の
だ
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
事

業
と
し
て
は
赤
字
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

決
　
　
算

議
　
　
案

一
般
質
問

議
会
構
成

議
会
イ
ベ
ン
ト

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費

委
員
会
報
告

政
務
活
動
費
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小林　智 議員

ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
を
！

ふ
る
さ
と
納
税
今
後
の
取
組
み
は

　

 

町
の
魅
力
発
信
と
自
主
財
源
確
保
の
有
効
な
手
段
と
し
て
取
り
組
む

※本表は、町ホームページと総務省より公表されている計数により、独自に試算したもの。

令和４年度　ふるさと納税実績（試算）

藤野　和美 議員

外
出
支
援
の
充
実
で
、

安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る

滑
川
方
式
の
デ
マ
ン
ド
交
通
を
検
討
す
る
考
え
は

　

 

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い

収穫を待つさつまいも畑＝R5.10.3

ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
実
績
と
資
金
の
管

理
は
。総

務
課
長
　
社
会
福

祉
事
業
、
教
育
環
境

事
業
な
ど
６
種
類
の
選
択

に
よ
る
事
業
と
、
使
途
を

特
定
し
な
い
寄
附
が
あ
る
。

一
度
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
に
積
み
立
て
を
行
い
、

予
算
策
定
段
階
で
活
用
で

き
る
事
業
の
選
定
を
行
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
全
体

の
収
支
は
。

総
務
課
長
　
令
和
４

年
度
、
受
入
額
は
５

９
１
１
万
円
、
返
礼
品
等

の
経
費
２
９
６
３
万
円
、

実
質
収
納
額
は
２
９
４
８

万
円
。
一
方
、
町
外
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
町

民
税
減
収
額
は
２
４
０
３

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
地
方
交
付
税
措
置

へ
の
影
響
額
は
。

総
務
課
長
　
町
外
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
寄
附
金
税
額
控
除
さ

れ
た
２
４
０
３
万
円
の

75
％
１
８
０
２
万
円
は
基

準
財
政
収
入
額
か
ら
控
除

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
減

収
額
の
75
％
は
補
填
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
町
民
の
誤
解

も
あ
る
。
効
果
と
総
合
的

な
収
支
に
つ
い
て
積
極
的

に
広
報
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
受
入
額

は
公
表
し
て
い
た
が
、

今
後
は
全
般
に
つ
い
て
公

表
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
は
増
加
し
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
消
極
的
な

点
も
あ
る
。
自
主
財
源
確

保
の
た
め
戦
略
的
に
積
極

的
に
取
り
組
む
考
え
は
。

総
務
課
長
　
返
礼
品

の
充
実
を
図
る
な
ど

の
取
組
み
に
よ
り
、
寄
附

先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
８
年
度
以
降
の

高
齢
者
の
外
出
支
援

策
の
検
討
状
況
は
。

長
寿
生
き
が
い
課
長

持
続
可
能
性
や
公
平

性
を
考
慮
し
、
検
討
し
て

い
く
。
現
在
は
、「
嵐
山

支
え
合
い
協
議
会
」
の
移

動
支
援
分
科
会
に
お
い
て
、

地
域
の
協
力
に
よ
る
移
動

支
援
の
実
施
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
現
状
は
。

福
祉
課
長
　
町
内
の

２
事
業
所
、
町
外
の

４
事
業
所
が
、
町
内
で
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
検

討
す
る
考
え
は
。

地
域
支
援
課
長
　
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て

も
活
用
で
き
る
か
検
討
し

て
い
る
。

車
両
を
リ
ー
ス
に
し

て
、
町
で
運
用
し
て

い
る
滑
川
方
式
に
つ
い
て

検
討
す
る
考
え
は
。

町
長
　
予
算
的
に
も
、

利
用
者
の
利
便
性
や

地
域
差
の
課
題
に
お
い
て

も
参
考
に
な
り
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

遊
休
農
地
対
策
は

農
地
バ
ン
ク
の
利
用

の
現
状
は
。

農
政
課
長
　
利
用
権

設
定
２
２
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
13
％
と

な
っ
て
い
る
。

遊
休
農
地
活
用
促
進

策
は
。

農
政
課
長
　
地
域
等

の
仲
間
を
募
っ
て
遊

休
農
地
を
解
消
し
、
楽
し

く
活
用
す
る
仮
称
「
農
地

守
り
隊
」
の
よ
う
な
小
さ

な
団
体
を
育
成
し
、
町
で

支
援
す
る
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
と
し
て
特
産
物
づ

く
り
の
取
り
組
み
は
。

農
政
課
長
　
ト
ロ
ロ

ア
オ
イ
づ
く
り
に
は

注
目
し
て
い
る
。
サ
ツ
マ

イ
モ
も
今
後
推
進
し
て
い

き
た
い
。

支
援
の
方
策
は
。

農
政
課
長
　
補
助
の

対
象
の
拡
充
も
考
え

て
い
る
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
は

今
年
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ま
つ
り
の
評
価
は
。

企
業
支
援
課
長
　
来

場
者
は
昨
年
よ
り
多

い
３
万
２
７
４
０
人
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多
く
の

方
に
満
足
を
頂
い
て
お
り

成
功
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
運
営
方
向
は
。

企
業
支
援
課
長
　
ラ

ベ
ン
ダ
ー
事
業
全
体

の
黒
字
化
を
め
ざ
し
つ
つ

持
続
可
能
な
事
業
展
開
を

進
め
て
行
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◆
町
道
の
道
路
台
帳
整
備

と
公
開
、
お
よ
び
道
路

愛
称
に
つ
い
て

ふるさと納税実績（※町ホームページより） 件数 金額 要した費用（※）
一般 ⑦自治体へおまかせ（特定せず） 1,758 32,594,000 返礼品 15,877,017
民生費 ⑤福祉の充実に関する事業 659 12,536,000 送料 4,330,374
衛生費 ①地域猫活動をはじめとする環境保全事業 190 3,195,000 広報
農業費 ②千年の苑をはじめとする産業振興事業 94 1,629,000 決済等 335,214

教育費 ③小中一貫教育の推進をはじめとする教育
環境事業 290 5,246,000 事務 8,351,162

④杉山城跡をはじめとする文化財保護事業 110 1,948,000
保健体育 ⑥スポーツの振興に関する事業 89 1,970,000 その他 0

計 A= 3,190 59,118,000 費用計　B= 28,893,767

ふるさと納税をいただき、町の実質歳入が増加した額 C = 差引（A－B) 30,224,233
※「要した費用」は総務省「令和 4 年度受入額の実績等」より

ふるさと納税により、町民税が減少となった額（令和 5 年課税分） D= 町民税控除額 24,346,540
参考 : 総務省「令和５年度課税における住民税控除額の実績等」 （寄付額＝　753 人　　52,319,797）
減額となった町民税から地方交付税で補填される額
地方交付税交付金　試算（D ×７５％）・・・・・・ 参考 : E =D × 75% 18,259,905

ふるさと納税により、実質歳入が減少した額（試算） 参考 : F = D－E 6,086,635

実質歳入増ー実質歳入減 総合収支 = C－F 24,137,598
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算
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ベ
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算

議
　
　
案

一
般
質
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議
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構
成

議
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イ
ベ
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総務経済常任委員会文教厚生常任委員会

（令和５年４月～ 10月）
サンディーズダンスチーム＝ R5.7.29

※お忙しい中、ご協力ありがとうございました。

収支報告書はこちら
からご覧になれます

嵐山ライナーズスポーツ少年団＝R5.8.5 駒王太鼓「嵐」＝ R5.8.5

　
８
月
５
日
の
「
嵐
山
夏
ま
つ

り
」
に
出
演
す
る
３
団
体
（
サ
ン

デ
ィ
ー
ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
駒
王

太
鼓
「
嵐
」、
嵐
山
ラ
イ
ナ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
の
子
ど
も
達

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
意
見
聴
取

を
行
っ
た
。

子
ど
も
の
主
な
意
見

①
今
後
や
り
た
い
こ
と

・
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
い
。

・
色
々
な
学
年
と
触
れ
合
い
た
い
。

・
旅
行
や
制
限
の
な
い
学
校
生
活

を
送
り
た
い
。

・
友
達
と
い
っ
ぱ
い
遊
び
た
い
。

②
町
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

・
通
学
路
の
整
備
。

・
学
校
の
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
し

て
ほ
し
い
。

・
花
火
大
会
や
お
ま
つ
り
。

●
委
員
の
主
な
意
見

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ベ
ア
リ
ス
」

・「
屋
根
の
あ
る
公
園
」
が
コ
ン

セ
プ
ト
。
落
ち
着
い
た
、
雰
囲

気
の
良
い
支
援
セ
ン
タ
ー
。

・
父
親
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
パ

パ
の
日
」
と
明
記
し
て
あ
り
男

性
も
参
加
し
や
す
い
。

・
困
っ
て
い
る
人
が
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
点
は
学
ぶ
べ
き
。

恋
た
ま
さ
い
た
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
町
村
の
取
り
組
み
具
合
が
違
う

と
い
う
点
で
は
残
念
。

・
市
町
村
へ
の
出
張
登
録
会
を
取

り
入
れ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
み
て
は
。

・
商
工
会
や
観
光
協
会
が
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
出
会
い
の
場
を

提
供
し
て
は
ど
う
か
。

　《
町
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
支
援
と
施
策
の
充
実
が
最

重
要
と
全
委
員
の
意
見
が
一
致
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究

・
コ
ロ
ナ
禍
で
積
み
重
ね
て
き
た

も
の
が
停
滞
し
、
な
く
な
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。
今
後
回
復
す

る
よ
う
な
町
づ
く
り
が
必
要
。

・
会
議
に
通
信
技
術
を
活
か
し
、

町
づ
く
り
へ
の
参
加
を
推
進
す

る
。

意
見
聴
取
の
総
括

・
子
ど
も
達
が
素
直
で
よ
く
協
力

し
て
く
れ
た
。
先
生
、
コ
ー
チ
、

子
ど
も
、
保
護
者
、
皆
一
体
と

な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
う

い
っ
た
活
動
は
、
今
後
益
々
必

要
。

・
皆
元
気
が
良
い
の
が
印
象
的
。

・
子
ど
も
の
活
動
は
送
迎
が
大
変
。

送
迎
で
き
な
い
家
庭
は
参
加
が

難
し
い
と
感
じ
た
。

委
員
会
最
終
報
告

・
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
に
出
向
く
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
議
会

と
し
て
、
町
民
の
素
直
な
意
見

を
聴
取
す
る
た
め
、
今
後
も
積

極
的
に
現
場
に
出
向
く
こ
と
が

必
要
。

・
町
も
現
場
に
出
向
き
、
町
民
の

意
見
を
直
接
聴
く
こ
と
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
。

・
今
後
の
課
題
と
し
て
、
若
者
会

議
が
残
っ
て
い
る
。
開
催
に
向

け
て
調
査
研
究
が
必
要
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
７
月
14
・
27
・
29
日
・
８
月
５
・
８
日
）

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
（
６
月
14
日
・
７
月
３
日
・
８
月
４
日
）

子
ど
も
達
か
ら
の
意
見
聴
取

視
察
後
の
意
見
交
換

最
終
報
告
に
つ
い
て
の
意
見

交
換

提
言
に
向
け
た
委
員
間
討
議

政務活動費
議員の調査研究のための必要経費として、議員あるいは会派に対して
交付する金銭のこと
◆交付額　議員一人あたり月額：2,500円

一
　
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
い
び
つ
な
部
分
に
重
点
を

当
て
た
子
育
て
世
代
の
流
入
促
進
策
や
Ｕ
タ
ー
ン

支
援
策
と
流
失
抑
制
策
を
集
中
的
に
実
施
す
る
。

二
　
嵐
山
町
立
幼
稚
園
は
特
徴
の
あ
る
「
行
か
せ
た

い
幼
稚
園
」
と
し
て
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
効
果
を
小
中
学
校
に
お
い
て
も
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
豊
か
な
教
育
の
実
施
。

三
　
０
歳
か
ら
２
歳
児
を
持
つ
世
帯
に
対
し
て
、
経

済
的
・
精
神
的
負
担
を
緩
和
で
き
る
政
策
を
町
の

子
育
て
支
援
策
の
特
徴
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

四
　
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
達
の
遊
び
や
学
習
の
場

に
つ
い
て
、
公
共
施
設
の
開
放
を
進
め
、
地
域
ぐ

る
み
支
え
合
い
を
実
施
す
る
。

五
　
人
口
減
少
を
反
転
す
る
た
め
に
、
国
の
施
策
の

着
実
な
実
施
と
町
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
支

え
て
い
く
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

提

言

会派、議員名 収入額 支出額 町返還額
政友会：小林　智、犾守勝義、大野敏行、

畠山美幸、長島邦夫、青柳賢治、
松本美子

122,500円 78,694 円 43,806円

日本共産党：藤野和美、川口浩史 35,000円 0 円 35,000円
渋谷登美子 17,500円 20,502円 0円
森一人 17,500円 0円 17,500円
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次回の定例会は　２月26日（月）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
請願・陳情は　　２月15日（木）午後５時までに提出してください。

発
行
／
嵐
山
町
議
会　

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
部
会
）　

藤
野
和
美
・
竹
内
隆
哲
・
宮
本
大
裕
・
犾
守
勝
義
・
畠
山
美
幸
・
川
口
浩
史

議
会

だ
よ

り
は

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

編
集
後
記

　
８
月
９
日
（
水
）
令
和
５
年
第
３
回
定

例
会
が
東
松
山
市
議
会
議
場
に
て
開
催
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

　
８
月
７
日
（
月
）
令
和
５
年
第
２
回
定

例
会
が
小
川
町
議
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

日時：１月13日（土） 午前の部　10時～正午（９時30分～受付）
　　　　　　　　　  午後の部　１時30分～３時30分（１時～受付）
場所：町民ホール（申込不要）
◆発熱等風邪症状がある場合、入場をお断りさせていただく場合があ

ります。
◆託児を希望される場合、１月５日(金)までに議会事務局へお申し込

みください。

～町民に開かれた議会を目指して～

平澤の高橋秀志さんが切り取った嵐山の秋です。嵐山が輝く季節です。

意見交換会テーマ「新しい議会に何を求めますか」

議会報告会・意見交換会

ご参加お待ちしています

　
七
郷
小
学
校
運
動
会

の
際
、
１
５
０
周
年
の

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
大
き
な
節
目
の
年
、

先
人
の
思
い
で
あ
る
後

世
に
向
け
た
子
ど
も
た

ち
の
為
に
、
出
来
る
こ

と
を
推
し
進
め
ま
す
。

（
竹
内
・
宮
本
）

※
表
紙
の
写
真
は
明
治
以
降
の

七
郷
小
が
保
存
し
て
い
た
写
真

で
す
。

●
「
埼
玉
西
部
地
域
消
防
指
令
事
務
所
協
議

会
」
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
　

　
埼
玉
西
部
、
坂
戸
鶴
ヶ
島
、
比
企
広
域
、

西
入
間
の
各
消
防
（
局
）
本
部
は
、
令
和
６

年
4
月
か
ら
共
同
で
１
１
９
番
の
受
付
を
開

始
す
る
計
画
で
あ
る
。
共
同
受
付
を
す
る
場

所
は
飯
能
日
高
消
防
署
＝
写
真
左
＝
で
あ
り
、

現
在
は
、
指
令
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
運
用
面

の
細
部
に
わ
た
る
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。

●
訴
訟
に
係
る
解
決
金
約
３
５
４
３
万
円
を

受
け
取
る
　

事
件
の
経
緯

　
平
成
25
年
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備

設
置
工
事
の
入
札
に
お
い
て
談
合
が
あ
っ
た

と
し
て
、
令
和
２
年
㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
外

６
社
に
対
し
東
京
地
裁
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

東
京
地
裁
は
令
和
４
年
和
解
勧
告
を
し
、
双

方
と
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
解
決
金
約
３
５

４
３
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な

お
、
弁
護
士
費
用
は
約
９
４
８
万
円
で
あ
る
。

●
議
案
第
10
号
　

令
和
５
年
度
小
川
地
区
衛
生
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

●
議
案
第
11
号
　

令
和
4
年
度
小
川
地
区
衛
生
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
　
　
17
億
７
２
４
２
万
円

歳
出
　
　
15
億
９
９
７
７
万
円

　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
差
引
額

１
億
７
２
６
４
万
円
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